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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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休館日休館日　　月曜日、毎月最終木月曜日、毎月最終木
曜日（いずれも祝日の場合は曜日（いずれも祝日の場合は
開館し、その翌日が休館）開館し、その翌日が休館）
開館時間開館時間
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 日本遺産・中世日根荘を巡る㉚
～旅引付編（14）「七宝瀧寺」（後編）～

「日本遺産」に認定された「旅引付と二枚の絵図が伝
えるまち ―中世日根荘の風景―」のストーリーを構
成する泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

◀政基公旅引付
※旅引付の写真
は、歴史館いず
みさの所蔵の複
製を使用（原本
は宮内庁書陵部
所蔵）

　日根荘領主の九条政基が大木で滞在中の文亀2（1502）年11
月に、別当真福院真海から借りて書写した「七宝瀧寺縁起」が現
在宮内庁に残されており、七宝瀧寺の由緒を知ることができます。
これによれば、山中奥の瀧の岩上に不動明王が出現したのを見て
歓喜感涙した役行者が山頭の荒地を開いて一宇の草堂を建立、出
現の像を彫刻に仕上げ本尊とし、また、山中にある七つの瀧が「七
宝充満の智水（煩悩を洗い流すの意）」であることから、寺号を「七
宝瀧寺」としたことがわかります。
　政基の書いた日記『政基公旅引付』にも「七宝瀧寺」や子院（坊
院）である「阿弥陀坊」「西坊」「武蔵坊」の名前が書かれており、
文亀2年8月に和泉下守護の被官であった佐藤久信らの軍勢が上

之郷、日根野西方、土丸を攻撃した際に西坊に避難したことや、犬鳴山の寺僧が火走神社などで雨乞いをした
ことが書き残されています。七宝瀧寺は日根荘において重要な存在であったと同時に、現在も見られる滝に打
たれる修験者など、当時の日根荘の姿を今に伝える貴重な文化財となっています。

七宝瀧寺 清瀧堂と行者の瀧七宝瀧寺 清瀧堂と行者の瀧

▶
昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
の
駅
前

通
り
商
店
街
（
当
館
蔵
）

※
右
側
の
電
柱
付
近
に
映
る
の
が

す
ず
ら
ん
灯

　

１
月
15
日
㈯
か
ら
始
ま
る
歴
史

館
い
ず
み
さ
の
冬
季
企
画
展
「
む
か

し　

な
つ
か
し　

昭
和
の
く
ら
し
」

に
関
連
し
て
、
今
号
か
ら
は
昭
和
の

泉
佐
野
と
人
々
の
く
ら
し
を
振
り

返
り
ま
す
。
第
１
回
目
の
今
回
は
、

昭
和
初
期
に
お
け
る
泉
佐
野
市
域

の
街
の
発
展
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

昭
和
初
期
の
泉
佐
野
は
、
交
通
網

の
発
達
に
よ
り
商
工
業
の
形
態
や

街
の
様
相
が
変
化
し
は
じ
め
た
時

代
で
し
た
。
ま
ず
初
め
に
整
備
さ
れ

た
の
は
鉄
道
で
す
。
明
治
30
年
代
に

開
通
し
た
南
海
鉄
道
（
現
南
海
本

線
）
に
続
き
、昭
和
５
（
１
９
３
０
）

年
に
山
側
に
阪
和
電
気
鉄
道
（
現

JR
阪
和
線
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

開
通
と
同
時
に
貨
物
取
扱
駅
で
あ

る
日
根
野
駅
・
長
滝
駅
の
２
駅
が
、

ま
た
昭
和
14
（
１
９
３
９
）
年
に

は
泉
ヶ
丘
駅
（
現
在
の
東
佐
野
駅
）

が
設
置
さ
れ
ま
す
。
阪
和
線
の
開

通
は
農
作
物
の
出
荷
の
便
を
向
上

さ
せ
、
駅
で
は
貨
物
列
車
に
タ
マ

ネ
ギ
を
積
み
込
む
光
景
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
て
開
通
し
た
南

海
線
・
阪
和
線
は
、
と
も
に
戦
時

中
に
は
軍
事
物
資
を
輸
送
す
る
幹

線
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
に
続
い
て
道
路
が
整
備
さ

れ
、
昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
に
旧

国
道
26
号
線
が
開
通
し
ま
し
た
。
当

線
は
幅
員
16
メ
ー
ト
ル
の
近
代
的
道

路
で
あ
り
直
線
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
幅
員
が
狭
く
屈
曲
し
た
旧

国
道
（
孝
子
越
街
道
）
を
補
う
道
路

と
し
て
重
宝
さ
れ
大
型
車
両
が
行
き

交
い
ま
し
た
。
当
線
の
開
通
に
よ
り

佐
野
町
場
の
商
店
街
の
一
部
は
移
転

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
タ
オ

ル
な
ど
の
繊
維
製
品
の
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
商
工
業
に
お

け
る
利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

　

交
通
網
の
発
達
と
そ
れ
に
伴
う
産

業
の
発
展
は
、
本
市
の
都
市
的
発
展

を
促
し
、
泉
佐
野
に
暮
ら
す
人
々
の

生
活
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
と
り
わ
け
南
海
線
の
開
通

は
タ
オ
ル
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
繊

維
業
の
発
展
を
促
し
、
南
海
沿
線
に

は
工
場
が
多
数
設
立
さ
れ
工
場
労
働

者
の
人
口
が
増
加
し
ま
し
た
。
工
場

労
働
者
の
中
に
は
遠
方
か
ら
の
移
住

者
も
多
く
、
泉
佐
野
駅
周
辺
に
は
寮

が
散
在
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
工

場
労
働
者
の
人
口
増
加
は
必
然
的
に

佐
野
町
場
の
商
業
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
、
佐
野
町
場
は
劇
場
や
映
画
館
、

料
亭
や
喫
茶
店
な
ど
数
多
く
の
店
が

立
ち
並
ぶ
繁
華
街
と
し
て
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
当
時
の
商
店
街
は
「
夜
に

な
る
と
人
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
で
歩
く

こ
と
が
難
し
い
く
ら
い
に
混
み
合
っ

た
」
と
い
い
、
そ
の
活
況
が
う
か
が

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
昼
夜
問
わ
ず
賑
わ
い

を
み
せ
た
商
店
街
に
欠
か
せ
な
か
っ

た
の
が
街
灯
で
す
。
な
か
で
も
昭
和

５
（
１
９
３
０
）
年
に
駅
前
通
り
商

店
街
に
設
置
さ
れ
た
す
ず
ら
ん
灯
は

佐
野
町
場
が
一
つ
の
近
代
都
市
と
し

て
成
長
し
た
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の

で
し
た
。
す
ず
ら
ん
灯
と
は
電
球
の

配
置
が
す
ず
ら
ん
に
似
て
い
る
こ
と

か
ら
命
名
さ
れ
た
街
灯
で
あ
り
、
そ

の
斬
新
な
形
状
か
ら
都
市
部
を
中
心

に
全
国
的
に
流
行
し
ま
し
た
。
す
ず

ら
ん
灯
の
灯
り
は
、
ま
さ
に
当
時
の

泉
佐
野
の
繁
栄
を
象
徴
す
る
灯
り
で

あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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